
聯
外
画

盤
景

相
続

税

の
経
済
政
策
観

・
・

階
級

に
就

い
て

・
・

債
値

の
類

型

と
個

性

・

寛

独

肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

本
邦

自
殺

の
男
女

別

・
:

:

:

時

ぬ
醐

税
法

の
新

改
正
を
論
ず

・

遜
明

と
国

力

:

説

苑

水
戸
烈

公

の
穀
物
政
策

・

一.中
世
末
期
辱

・
村
落
の
結
合
を
論
ず

雑

録

炭
鑛
勢

働
者

の
生
計

・

簡

易
牢
均
法

に
就

い
て
・
・

:

注
學
博

士

.文
學

博
士

.

.
法

學

圭

.
●
文
學
博
士

法
學
博
士

財 米 恒 高 師

耀 藤呼
静 太 保 正

治 郎 赤 馬 雄

・
注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

.

:

渋
墨
博
士

山

本

美

越

乃

.

.
注

學

士

本
庄

榮
治

郎

牧
野
信

之
助

:

注
學
博
士

河

田

嗣

郎

:

脛
濟
畢
士

岡

崎

丈

規

語.

謡
㌧



論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
壮
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
〔
三
}

第

+
六
巻

〔第
五
號

五
六
)

サ
ン
、
シ
モ
ン
派

の
就
會

改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想

米

田

庄
七
八
八日太

郎

四

「
ル
、

グ

ロ
ー
ブ
」
紙

の
政
治

的
肚
會

的
政
策
論

却

説

バ
ザ

ー

ル
の
「
サ

ソ
、

シ
モ
ン
説
解

説
」
の
公

開
講
演

は
、
.多
数

の
青
年
を

サ
ソ
、
.シ
モ
レ

涙

に
引
き
入

れ

だ
が
、
併

し
其
筈

の
青

年
は
殆

ん
ご
総

て
、

プ
ー

ル
ヂ

ヨ
ア
階
級

の
教
育

あ
る
子

弟
で

あ

っ
た
。
而

し

て
勢

働
者

階

級
は
ま

だ
同
派

ε
は
、
全
く
關
係
を
有

し
な

か

っ
た
。
伺

ほ
ブ

ー

ル
プ

ヨ
ア
階
級

も
、

全
艦

ご
し
て
は
常
時

は

.

シ
ャ
ー

ル
第
十
世

に
封
ず

る
反
抗

に
熱
中

し

て
居
た

の
で
、

サ

ソ
、

シ

モ
ン
派

の
説

に
ば
耳
を
傾
け

な

か

っ
た
。

只
常

時

の
思
潮

の
影
響

に
よ
り
て

」
大

に
浪
漫

的
宗
激
的
き

な
れ

る
彼

等

の
子
弟

に
し

て
、
更

に
砒
會

政
績

を
切

.

望

せ
る
も
の
等

が
、
同
派

に
加

入

し
た

ゴ
け
で

あ
る
。

さ
れ
ば
當

時

サ

ソ
、

シ

モ
ン
派
は

、
佛

國
全
臓

の
形
勢

か

ら
見

れ
ば
、
微

々
た

る

一
間
[禮

に
過
ぎ

な

か
っ
た
の

で
あ

る
。
併

し
間

も
な
く
、
同
派
を

し

て
大

に
世
人

の
注

目

●

を
惹

く

に
至
ら

し
め
た
事
件
が
遇

っ
た

。
夫

れ
ば
千

八
百
三
十
年
七
月

の
革
命
で

あ

っ
だ
。
同
派

が

　
般

の
人
民

に
其

の
存

在
を
知
ら

れ
た

の
は

、
實

に
此

の
革
命

の
際

で
あ

っ
た
。

此

の
革
命

の
勃

顕
す

る
前

に
、

ヴ

ソ
「

シ
モ
ン
振

の
内

部

に
於
て
は
、

ア
ソ
7
ア
ソ
.タ
.ソ

ご

バ
ザ

ー
ル
乞
の

■



二
人
が
、
教
父
ご
し
て
專
麗
的
に
支
配
す

る
組
織
が
完
成

さ
れ
て
居
た
の
で
、
同
派
が
此

の
革
命

に
謝
し
て
如
瓠

な
る
態
度
を
ぜ
る
可
き
か
は
、
全
く
両
人
の
意
向
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
ゆ
而
し
て
両
人
は
始
め
は
全

く
中
立
的
態
度
を
ε
る
事

に
決
心
し
た
の
で
.・
其
の
主
旨
を
洞
涯
の
人
々
に
傳

へ
た
.
併
し
実
れ
に
拘
ら
ふ一。
、
革

●

脊

振

に
加
撚
す

る
同
源

の

青
年
は

少
な
く
な

く
、

且

つ
革
命

の
進

行

に

つ
れ
て

、

両
人

の
考

へ
も
塑
は

つ
て

來

た
、
而

し
て
彼

等
は
遂

に
革

命
振
を
助

け

て
、
君
主

制
及

び
貴
族
を
生

塵
し
、
且

つ
其

の
機

會

に
乗
じ

て
同

派

の

祓

曾
的
理
想

を
實

現

せ
ん
`
決

心

し
、
七
月
三
十

日

巴
里
市

の
諸
庭

に
宣
傳

文
を
掲

示
さ
せ
た
、
但

し
共

の
宣
臨

交

に
於

て
は
、
封

建
制
度

が
全
贋

さ
剃

、
出

生

の

一
切

の
特
権

が
悉
く
破
壊

さ
れ
.
而

し
て
昏

人
は
其

の
才
能

に

怨

じ
て
地
位

を
與

へ
ら

れ

.
文

典
の
仕

事

に
懸
じ

て
報

酬
を
與

へ
ら
れ

る
ε
云
ふ

こ
ビ
、
及

び
加
持
力

激
會

が
滅

び
、
新
.し
き
宗
敏

が
現
は

れ
て
、
基
督

激
徒

が
只
天

に
於

て
の
み
望
む
淋

の
王
國
、
}宇
和
ご
自
由

の
世
果
は

、
地

上

L
實

現
さ
れ

る
ε
云

ふ
こ
・し
が
、
一特
に
強
調

さ
れ

セ

の
で
あ
る
。

併

し
革
命
涙

の
首

領
等
も
亦

一
般

の
人
民

も
、

サ

ン
、

シ
毛
ソ
涙

の
首
領

等
の
鋤
誘

に
耳
を
傾

け
な

か

っ
た

.

そ
こ
で

ア

ソ
7
ア
ソ
タ

ン
は
「
プ
ー

ル
ヂ

ヨ
ア
が
街
ほ

雫

和

の
中

に
睡
り
得

る
」
こ
ご
を
獲

見

し
て
、
時
勢

に
從

ふ

こ
ご
の
必
要

、
及

び

サ
ソ
、

シ
モ
ン
敏

の
普

及

に

一
層

力
を
講

ず

こ
ε
の
必
要

を
箆

つ
た
。
而

し
て
七

月
三
十
日

.

の
宣
薄

衣
掲

示
が
機
縁

ε
な

b

て
、
サ

ン
、
シ

モ
ン
涯
思
想

が
人

々
の
注
意

を
惹

き
.
入
會

者

の
数

が
大
に
増

加
し

た
。
か
く

て

サ
ソ
、
シ
モ
ン
振

の
運

動
は

、

一
般
的
な
宗
教
的
祉
會

運
動

ご
な

っ
て
來

た

の
で
あ

る
.
但

し
サ

ソ
、
シ

論

叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
弧
の
胱
櫓
改
造
哲
畢
汲
び
逆
帯
思
慮
(三
幅

第
十
汰
巷
」
(囎
五
號

五
七
〕

出
入
九



/

論

{躍

ザ
ン
寸
シ
屯
ン
派
の
帰
命
[昨
滑
}背
壌
及
び
油
融
異
訓
(三
)

樗
+
六
巻

(第
五
號

五
入
〉
.
七
九
〇

モ
ソ
涙
.の
人

々
は
、
さ
き

に
述

べ
し
如

く
始

め
は
ま

ご

し
て
ブ

ー

ル
ヂ

ヨ
ア
階
級

の
青

年

か
ら
成
立

七
、
又
七

月
革

命
後

に
於

て
も
始

め
之
れ

に
加

入
せ
る
は
、矢

張

リ
プ

ー

ル
ヂ

ヨ
ア
階
級

の
人

々
で
あ

っ
托
の
℃
、其

の
普
及

に
資

し
て
直
接

に
最

ε
も
功

労

め
り

し
、

パ

ロ
ー
、

ロ
ー

ラ
ン
、
ト

ラ
ソ

ン
ソ
、

ボ
ー
、
ル
ツ

レ
ー
、

ル

シ
ュ
ヴ
ァ
リ

工

専

の
講
演
或
は
詭
激

に
よ
b

て
見

る
も
、
彼

等

の
目

指
す

は

プ
ー

ル
ヂ

ヨ
γ
融
衆
で

あ
b

し

こ
ε
が
、

明
ら

か

に

察
知

さ
れ

る
。
叉

ツ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
の
人

々
は

、
始

め
は

サ

ソ
、

シ

モ
ン
の
思

想
知
徳
…承

し
て
、
進

歩

は
上

よ
り

凍

る
も
の

ご
確
信

し

て
居

た
。

か
く
て
彼
等

は
上

の
諸
階

級

の
激
化

が
、
先

づ
第

一
に
肝
要

で
あ

る
ざ
考

へ
π

の

で
あ

る
。
侮

ほ
彼
等

は

サ

ン
、

シ

モ
ン
説

を
直

ち
に
夢
働

者
間

に
窃
激

し
て
、
其

の
問

に
あ
ぎ
り

に
過
大

な
希

望

を
急
激

に
起

さ
せ

る
の
は

、
危

険
で
あ

る
ご
考

へ
て
居

た
。
要

す

る
に
彼
等

は
先

づ
上

の
諸
階
級

を
激
化

し
噛
而

し
て
其

筈

の
階
級

の
人

々
が
、
労
働
者
階

級
を
指

導

す

る

こ
ご
に
よ
b

て
、

以
て
尉
階
級

の
運
命

を
改
善

す

る
の

が
、
最

巴
も
穏
健
な

る
方

法
で

め
る
ピ

信

じ
π

の
で
あ

る
。
然

る

に
上

の
諸

階
級
問

に
於

匠
る
宣
激

が
、
段

々
成

功
す

る
に

つ
れ
て
、
叉
七
月
革
命

後
の
形
勢

を
考

へ
て
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
首
領

等
は

、
今
や
勢
働
者
間

に
直

に
布
激
す

る
必
要

を
認

め
て
來

た
。.
而

し
て
巴
里

の
勢
働
者
間

に
人
望

あ
り

し
ヴ
ァ

ン
ず

ー
ル
の
入
會

を
機
會

ε

し
て
、
勢
働
者

は
細

々
入
會

し
来
り
、
遂

に

「
勢
働

者

の
階

段
」
を
設
置
す

る
に
至

っ
た

の
で
あ

る
。

か
く

て
サ

ソ
、

シ

モ
ン
振

の
運

動
ば

一
般
的

な
肚
會

触
運
動

ご
な

っ
て
來
だ
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
渡

の
首
領

等

は
、
右

に
述

べ
し
如

く
其

の
運

動
が
着

々
成

功
す

る

に

つ
れ

て
、
只
將
來

の
爲

め

〆

■



`

の

一
議
説

を
布

激
す

る
だ
け
で
、
.満
足

が
出

家

な
く
な
り

、
更

に
新

開
紙
を
疲

行
し

て
直
接
な
政
治
的
影
響

を
も

及

ば

さ
ん
ご
企
だ
て

、
來

だ
。
而

し
て
此

の
際

「
ル
、

グ

ロ
ー
ブ
」
紙

の
創
立
者

ピ

エ
ル
、
.ル
ル
ー

が
、

サ

ソ
、

シ

モ
ン
涙
に
入
會
し
た
芒

よ
り
て
、
警

同
紙
が
其
の
機
關
磐

な
る
事
に
な

穽

。
ぞ

て
同
紙
は
千
八
百
三

十

-一
年
七
月
十

八
日

か
ら
、

ナ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
襟

開
紙

ご
な
り
、
其

の
題
名

に

「
サ

ソ
、
シ
巧
ソ
説

の
新
聞
」
ε

云

ふ
副
題

名
を
附

加

し
て
来

た
・
更

に
間

も
な
く
各

號

に
、
左

の
如

き
サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
政
治

的
膿

系

の
根
本

思
想
を

、
掲

げ

る
こ
ざ

＼
な

っ
た
。

「
】
切

の
酷

曾
的
制
度

は
、
最
多

敷
及

び
最
貧

の
階

級

の
通
徳
的

知
力
的
及

び
物
質

的
改
善
を
目
角

こ
し
な

け
れ
ば
な
ら
諏
。
1

一
切
の
出
生
特
権
は
悉
(
塵
止
さ
れ
る
。
-

者
人
に
は
其
の
能
力
に
慮
じ
、
.叉
各

.

能
力

に
は
其

の
仕
事

に
癒

じ

て
與

へ
ら

れ
る
。」

「
ル
、

グ

ロ
ー
ブ
」
紙
は

サ
ソ
、

シ

モ
ン
派

の
機
關
紙

ε
な
れ

る
翌
年

,
即

ち
千
八

百
三
十

二
年
四
月

に
康

判
さ

π
か
ら

、
其

の
獲
行

の
期
間

鳳
甚

だ
短

か

っ
た

が
、
併

し
共
の
問

伺
紙

上

に
於
、

て

サ

ソ
、

シ
屯
ソ
涙

の
人

々
の

論
述

し

起
こ
ご
は
、
同
汲

の
政
治
的
及

び
杜

會
的
政
策
論

を
研

究
す

る
爲

め

に
、「
甚

だ
有

益

で
あ
る
ご
思

ふ
。
そ

れ

で
此
庭

に
其

の
主
要

な

る
思
潮

の

一
般
を
約
述

す

る
こ
ご

、
す

る
。

但

し
「
ル
、
グ

ロ
ー
グ
」
紙

が
同
派

の
機
胴

紙

ε
し
て
獲
行

さ
れ

て
居

た
期
間
は

、
同
振

の
最

盛
腺
代

ご
認

め
ら
れ

て
居

る
の
で

あ
る
。

D

外

交

政

策

論

ココ

く

論

叢

幽
サ
ン
、
引
モ
ン
派
の
耽
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
〔三
)

第
十
六
巻

(第
五
號

五
九
)

七
九
一



論

叢

サ
く

シ
モ
ン
派
の
祉
會
改
造
衝
撃
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
十
六
巻

〔第
五
脱

失
〇
)

七
九
二

「
ル
、
グ

ー
ブ
」
紙

は
先

づ
外
交

政
策

こ
し
て
、
膣

制

さ

れ
て
居

る
請
人
民

の
爲

め
に
、佛

國
が
干
渉
す
可

き

こ

ε
を
、

盛

ん
主

張

し
た
。

而

し

て
其

の
根
本

動
機

は
、

つ
ま
り
夫

れ

に
よ
り

て

世
界
的
團
結

(妻

。
曇

。
　・

「

F互
!、の屋
。幕

)

の
出
現

を
促
進

す

る
ご
云

ふ
に
あ

っ
た

。
共

の
論
ず

る
厳

に
よ
れ
ば
、
各
時
代

に
於

て

一
国
民
は

、

新

し
き
観
念
及

び
制

度
を
普
及
す

る
爲

め
に
、
武
装

し
て
他

の
諸

国
氏
を
指

導
す

可
く
、
癬
理

に
よ
b

て
選
ば

れ

て
居

る
。

か

、
る
国
民
は

古
代

に
於

て
は
羅
馬

國
民

で
あ

っ
た
が
、
中

世
紀

以
後

に
於

て
ば
十
字
軍

を
起
し
、
封

建
制

度
を
確
立

し
、
而

し
て
其

の
後
文
封
建
制
度

を
覆

し

て
大
革
命

を
遂
行

せ
る
国
民

、
即

ち
佛

国
民

で
み

る
。

佛
國
民

は
使
徒

の

一
切

の
任

務

を
興

へ
ら

れ
た

る
征

服
的
宣
激

的
国
民
、

一
音

に
云

は

ゴ
眞

に
祭

司
的
或
は

僧
侶

的

に
し

て
、
総

て
の
国
民

を
世

界
的
共

同
團
結

に
導

く

に
適
す

る
国
民

で

あ
る
。
佛

國
は
蕪
外
交

の
秘
密

な
陰
謀

に
よ
b

て

窯
な
く
、
公

明
な

る
政
策

に
よ
り

て
、
世

界
戦
争

を
準
備

せ
ね
ば
な
ら

鳳
。

、

か
く

て
サ

ン
、

シ
モ
ン
涙

の
人

々
は
殊

に
ポ

ー
ラ

ン
ド
問
題

に
熱
中

し
、
而

し
て

ポ
ー
ラ

ン
ド
を
救

ふ
爲

め
に

佛

、
英

及
び
普

の
三
國
同
盟
を

主
張

し
陀
。
蓋

し
彼

等
の
見

る
庭

に
よ
れ
ば

、
英

国
は
産
業
を
代
表

し
、
普

國
は

學

問
を
、代

表
し
、
而

し
て
佛

國

は
両
者

の
紐

帯
即

ち

道
徳
を
代

表
す

る
の

で
、
此

の
三
國

同
盟

に
依

て
眞

の
.鰍
洲

政
策

が
、
確

立

さ
る
可
き
も

の
で
あ
る

か
ら

で
あ

る
。

勿

園

内

政

策

論

(

園
内
政
策

に
於
て
は
「
ル
、

グ

ロ
ー
ゾ
」
は

、
殊

に
保

守
蕪
を
攻
撃

し
泥
が

、
併

し
自

由
黛

に
賛
成
す

る
の
で

も

●



.

な
か
っ
た
ひ
叉
夫
れ
は
組
織
的
な
反
政
府
新
聞
で
も
な
か
っ
た
。
而
し
て
政
府
死

假
令

ナ
ソ
、
シ
モ
ン
謙
を
全

然
承

認

せ
す

ε
も

、
若

し
進
歩

の
方
針

に
進

む
な
ら

ば

、
「
ル
、

グ

ロ
ー
ブ
」
は
政
府
を
支
持
す

る
に
、
敢

て
躊
躇

し
な

か

っ
た
。

常
時
世
人

は
ナ

ソ
、

シ

モ
ン
派
は
神

秘
主
義

の
中

に
埋

れ
て
居

る
だ
非
難

し
た
が
、
「
ル
、

グ

・
ー
プ
」
紙

は
之

れ

に
答

へ
て
、
眞

の
帥
秘
主
義

者
、
眞

の
空

想
家
は

議
會
政
治

に
よ
b

て
、
萬
病

を
根
治

し
得

る
ξ
信

じ
、
憲
法
、

三
権

分
立
、
内
閣

の
責
任

、
出
版

の
自

由
等

の
吉
葉

を
、
現
實

な
具
膿

的
な

る
事

物
で
あ

る
が
如

く

に
信
ず

る
人

々
で

め
る
.ご
論

じ
た
。
其

の
云

ふ
庭

に
よ
れ
ば
,
総

て
の
人

々
に

「
の
假
作

物

、

一
の
妄

想
を
崇
拝

し
て
居

る
。

レ
ガ
リ
テ

夫

れ
は
合

法

ε
云

ふ
こ
ご
で
あ

る
。
併

し
成

交

法
律

は

一
紙
片

に
過
ぎ
す

、
合

法

の
愛

は
政
治
家

の
無

能
を
被

ひ

隙

く
す

一
手

段

に
外
な
ら

諏
,
荷

ほ
今
田
総

て
の
人

々
に
遁
ず

る
他

の

一
不
徳

が

め
る
。
実

れ

は
相

互

に
他

を
信

用

し
な

い
ε
云
ふ

こ
ご
で

あ
る
。
不
信
用
は

今
日

の

「
切
の
耐

會
制
度
の
根
抵

に
存
す

る
。
何
故

し
裁

判
官

の
不

可
罷
免

、
陪
審
官

制
度
、
.教
育

の
自
由

の
爲
ぬ

の
請
願

等

が
必

要
で
あ

る
か
。
是

れ
治
者

ε
被
治
者

ε

の
問

に
存

す

る
相
互

の
不
信

用

の
矯

め
.で
あ

る
。
而

し
て
政

府
は

一
切

の
善

の
根
元
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
.な

い
の
に
、
今

や
人

々
は
盆
.々

政
府
は

一
の
潰

瘍
.で
あ

る
ξ
信
じ

て
來

た
。

佃
ぽ
一サ

ン
、

シ
モ
ン
涙

の
論
…す

る
庭

に
よ

れ
ば

、
現

在

の
各
蕪
派

は
夫

れ
み
、
長
所

ε
共

に
短
所
…を
有

っ
て
居
}

る
。
先

づ
王
蕪
は
秩
序
を
強
調
す

る
長
所

を
有
す

る
が

、
併

し
其

の
云
ふ
秩
序

な

る
も

の
は

、
過

言

の
秩
序

に
し

論
・
叢
.

サ
ン
、
シ
モ
ン
派
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
　三
)

第
十
六
巻
、
(第
五
號

六

一)

七
九
三
.



論

叢

サ
ン
、
茎

ン
漫
の
甦
會
豚
造
哲
學
及
び
連
借
思
想
(三
)

錦
+
六
巻

(第
五
號

六
二
)

七
九
四

て

當
然
滅

亡
す

可
き
も
の
で
あ

る
。
天
王

蕪
は
加
特
力

漱
會

ご
提
携

し
て
居

る
が
、
然

る
に
加
特

力
激
は
本
來
物
質

を
精

神

の
爲

め
に
犠
牲

に
し
て
居

る
が

ら
、
合
後

の
猷

會

に
存

纏
す

る
力

を
有

し
な

い
も

の
で
あ

る
。
共

和
黛
は

共

の
清
新

な

る
こ
ピ
、
理
想
を

尊
重
す

る
こ
庫
、
人

民

を
愛
す

る
こ
ご
等

の
長
所

を
有

し
、
天
雷
然
滅

亡
す

可
き

.礒
秩
序

ε
職

ふ
て
居

る

の
は
正
賞

で
あ

る
。

し

か
し

暴
力
的
革

命
を
重
要

視
す

る
こ
ビ
、
及

び
秩
序

の
原
理

を
訪

い
て
居

る
こ
ξ
は
、
.其

の
短
所

で
あ

る
。
更

に
人
践

主
権

の
空
想

に
囚

は
れ

て
居

る

の
は

、
其

の

】
大
短
所

で
あ

る
。
人
民
主

権
は

一
切

の
秩
序

、

】
切

の
吐

會
的
折

導

、
勢
働

の
正
.嘗

な

る
配
分
及
.ぴ
結
合

.

　
切

の
政
治

の
原

則

ご
矛

盾
し

て
居

る
。
夫

れ
は
結
局
無
政
府
欺

態
を
齎

ら

さ
ね

ば
己

主
な

い
も

の
で
あ
る
。
総

て
の
人

々
が
支

配

す

る
ご
云

ふ
は
、
何
人
も
支

配

し
な

い
ご
云

ふ

こ
ε

に
外

な
ら

鳳
。
而

し
て
王
蕪

ε
共

和
蕪

ご
の
聞

に
介

在
す

る

現
王
朝
蕪

は
、
中

庸
を
得

て
居

る
ご
も
云

ひ
得
ら

れ

る
が
、
併

し
何
等

の
主
義

、
何
等

の
理
想

を
も
有

し
な

い
の

は

、
其

の
最

大
短
所

で
あ
る
。

其

の
行

動

の
根
本
動

機

は
恐
怖

心

で
あ
る
。
夫

れ
は
王
黛
を
恐

れ
、
ボ
ナ

パ

ー
ト

窯
を
恐

れ
、
殊

に
馬

主
主
義

を
恐

れ
て
居

る
。
而

し

て
夫

れ
は
只
恐
怖
心

に
よ
り

て
の
み
行
動

し
、
何
等

の
積

極

的
活
動

愈
も
な

さ
ん
ご
せ
す

、
政
府

ε
国
民

ご
を
疎

隔
す

る
恐

ろ
し
き
不
信
用

に
よ
り
て
麻
痺

さ
れ

て
居

る
。
現

王
朝
窯

ーー

サ

ソ
、

ン
モ
ン
板

の
主

張
す

る
が
如

き
新

政
治

を
實
行
ず

る
力
を
、
全
く
狭

い
て
居

る
の
で
あ
る
.

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙
は

其

の
新

政
治
論

を
、

ル
、
グ

ロ
ー
ブ
紙
上

に
於

て
、

プ

ー

ル
ヂ

ヨ
ア
及

び
醇
働

者

の

両
者

脹
.
洞
塒
に
宣
激
せ
ん
託

窃

で
、
ブ
ー
多

・
託

は
勢
働
脊

封
ず
る
愛
情
論

養
せ
b
め
、
ヌ
勢
働
者

㌔白

,

■



、

臣

ブ
】
多

ヨ
ア
を
器

す
る
念
を
馨

せ
し
め
ん
ε
企
て
だ
・
而
し
て
此
の
如
く
π
瀞

馨

宮

地
位
に

立
ち
.
以

て
當
時
の
肚

會
を
脅

か
し

つ

、
あ
り
し
惨

憺

た

る
革
命

を
.
年

和
な
改
革

に
よ
り

て
豫

防

せ

ん
ご
し
た

の
で
め
る
。

然
ら
ば
共

の
革
命
を
豫
防
す

る
李

和
的

改
革

ご
は
、
如
何
な

る
も

の
で

め

っ
た

か
ξ
云

ふ
に
、
其

の

根
本
的

な

る
も

の
は
、
懶

惰
の
禁
止
、
即

ち
遺
産
相

続

の
塵
土
で

み

つ
た
。

〔但

し
遺

産
相
鞍

の
贋
止

に
就

て
、
ル

グ

ロ
ー
ブ
紙

の
論
述

し
て
居

る
こ
ビ
は

、
さ
き
に

「
サ
ン
、

シ
モ
ン
説

解
説

`
中

に
述

べ
し

こ
ご

＼
同

じ
も
の
で

あ

る
か
ら
、
此
慮

に
繰
り
返

し
て
述

べ
る
こ
ε
を
避

け
る
。
)

併

し
遺
産
相
続

を
塵
止

し
、
総

て
の
出

生
特
権

を

屡
止

し
π
る
後

の
將
來

の
肚
會

は
、
如

何

に
あ
お
で
あ
ら
う

か
σ

ル
、
グ

ロ
r
プ
紙

の
説
く
威

に
よ
れ
ば
、
吾

人

は
軍
隊
を
考
察
す

る
こ
ε
に
よ

り
て
、
將
來

の
肚
會
組
織

を

想
像
す

る

こ
ξ
が
出
凍

る
。
軍
隊

ピ
云

ふ
農
大
な

る
團
艦

は
よ
く
編
制

さ
れ
、

一
合
禮

を
形
成

し
、
而

し
て
其

の

位
階
は
世
襲
的

で
な
く
し

て
、
才
能
技
量

に
よ
り

て
決
定

さ
れ
、

且

つ

一
人

の
最
上
室

長
が
総
膿

を
指

揮
す

る
。

足

れ
將

來

の
肚

會

の
姿

で
あ
る
。
但

し
、
將
來

の
肚

會
は
軍
隊

の
如
く
、
破
壊
を
目

的

ε
す

る
も

の

で

な

い

か

ち

、
普
魯
西

的
訓

練
を
要

し
な

い
。
而

し
て

〃
、

グ

ロ
ー
ブ
紙
が
.
新
政
治

の

一
例

ε
し
て
、
地

方
自

治
團
鵬

が

如
何

に
組

織

さ
.る
可

き
か
を
訟

処
し
て
居

る
こ
ε
は

、
甚

だ
興
味

あ
る
ご
思

ふ

か
ら

、
此
堤

に
其

の

「
般
を
鋤

軍

に
述

べ
て
催
く
。

・地
方

自
治
團
罷

に
於

て
は
、學

問
、産

業
及

び
藝
術

或

は
道
徳
は

、
市

町
村

長
、轍

師
及

び
僑
侶

に
よ
b

て
措
導

さ

論

叢
.

サ
ン
、
シ
モ
ン
滋
の
耐
曹
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
十
六
巻

(第
五
銑

六
三
)

七
九
五

㎡

■



論

叢

サ
ζ
ヲ
モ
ン
派
の
耽
會
改
造
暫
曝
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
十
六
巻

(第
五
號

六
四
)

七
九
六

過
る
で
あ
ら
う
。
市
町
村
輝
は
鋤
彼
及
び
評
議
員
ε
協
議

し
て
、
勢
働
者
を
工
場
℃
配
置
し
、
仕
事
に
必
要
な
る

器
械
道
具
を
彼
等
に
配
分
す

る
。
市
町
村
長
ぱ
其
の
地
方
團
騰

が
附
近

の
地
方
團
騰

か
ら
必
要
な

る
材
料
を
如
何

に
供
給

せ
ら
れ
、
天
芝
れ
ご
交
換
し
て
如
何
に
自
己
の
材
料
を
供
給
ず
る
か
を
厳
密

に
監
督
す
る
。
生
産
物
の

一

部
分
は
學
考
及
び

藝
術
塚
の
待
遇

に
當
て
ら
れ
る
。

市
町
村
長
は
種
々
な
る
機
能

或
は
職
務
の
給
判
を

決
定
す

乃
,
夫
れ
で
は
市
町
村
長
が
轟
勧

に
陥

る
危
険
が
あ
る
ε
云
ふ
、
人
々
が
あ
る
か
も
知
れ
な
.い
が
、
併
し
其
の
決

完
は
嵐
生
の
偶
然
に
よ
る
決
定
よ
り
も
、
不
正
の
度
合
が
常
に
小
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
敷
師
は
総
て
學
君
国
或

慮
次
學

に
鳳
…℃
、
而
し
て
大
塵
は
三
部
に
分
湿
れ
る
。
其

の

一
は
哲
學
部
に
し
て

一
般
學
を
考
究

し
、
他
の
二
部

の
土
に
立

つ
。
其

の
二
は
理
論
的
畢
者
我
は
學
闘
を
完
成
す
る
學
巻
の
部
、
其

の
三
は
實
際
的
學
音
域
は
學
澗
を

漱
授
す
る
學
者
の
部
で
あ
る
。
現
在
の
ア
。
デ
.、、
-
は
何
等
の
共
同
蘭
観
念
を
も
有
せ
ざ
る
多
砥
の
學
者
を
、
只

喋
令
す
る
に
過
ぎ
な

い
が
、
理
論
的
學
者
は

一
の
組
織
船
側
艦
を
作
る
可
き
で
あ
る
。
今
月
9
、羅

発

墨
校
で

は
、
漱
授
は
畢
生
か
ら
離
れ
、
而
し
て
畢
生
を
し
て
勝
手

し
地
張
さ
せ
て
居
る
が
、
將
來
の
高
等
な
乃
學
校

に
於

て
ほ
、
教
師
は
常
に
學
生
ε

一
緒

に
研
究
し
、
叉
畢
生
を
し
て
夫
れ
み
＼

己
れ
の
眞

の
天
職
を
見
出
さ
せ
る
爲

め

に
、
総
て
の
職
業
の
勢
働
者
ご
接
燭

さ
せ
る
で
あ
ら
う
。
小
供
は
其
の
稟
性
に
從
ふ
て
敏
育

さ
れ
、
最
早
其
の
出

生
・
從
・
て
警

さ
れ
な
・
で
あ
ら
う
.
終
り
椿

侵

市
黒

長
嘗

需

の
よ
・
辛

、
轟

を
携

虫

藝
漂

。
盤

を
輿

へ
"。
霧

を
季

で
遭

う
。

.

,

●



地

方
自
治
團
艦

の
組
織
は
、
砒
會
全
盤

に
於
て
復
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
.総
て
の
人
々
は
財
産
所
有
者
で
め
る

で
あ
ら
う
。
是
れ
緬
て
の
人

々
は
公
吏
、
即
ち
実
れ
み
＼

一
定
の
肚
會
的
職
分
を
書
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
右
の
如

き
肚
會
政
造
は
、

一
朝

一
夕
に
成
就
さ
れ
な

い
で
あ
ら
う
。
し
か
も
矢
鱈
は
遂
に
は
成
就
さ
れ
る
で

め
ら
う
。
而
し
て
夫
れ
は
下
か
ら
で
な
く
、
即
ち
民
主
主
義

に
よ
b
て
ゴ
な
く
、
上

か
ら
即
ち

一
大
偉
人
の
意
志

に
よ
り
て
實
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
無
益
な
憲
法
論
や
、
無
効
な
議
會
的
贅
辯
を
巳

め
よ
。
天
才
の
優
勝
#

に
余

命
及
び
服
従

の
観
念
に
封
ず
る
今
日
の
反
逆
ほ
こ
悲
し
む

べ
き
も
の
は
な

い
。

シ
ヤ
!
ル
第
十
世
に
封
ず

る
服
従

は
奴
隷
的
服
従

に
外
な
ら

戯
が
、
ナ
ポ

レ
オ

ン
に
罫
す

る
服
従

は
、
情
操

の
最
も
柔
な
る
も
の
、
印
ち
忠
誠

で
み

る
。サ

ソ
、

シ
モ
ン
振
は
右

に
述

べ
し
如

く
、
新
肚

會

組
織
は
彼

等

の
切
堕
す

る
「
年

利

の
ナ
ポ

レ
オ

ン
」
の
出

現
に

よ
り

て
、
實

現

さ
れ

る
も

の

こ
信

じ
、
而

し

て
其

の
出
現
を
待

っ
て
居

だ
が
、
併

し
其

の
間
を
無

爲

に
過
す
を
徴

せ
す

、
現
在

の
制
度

ε
調

和
し
得

る
ε
信
}

る
種

々
な

る
肚
會

政
良
策

を
、

ル
、

グ

ロ
ー
ブ
紙

上

に
於

て
盛

ん
に

主
張
し
た
。
此
庭

叢
其

の
重
要
な

る
も

の
こ
三

を
述

べ
て
畳
《

か
、
先

づ
彼

等

の
重
要

現
し
た

の
は
、
國
債
償

還

基
金

を
壌
止

し
、
其

の
基

金

を
基
礎

ε
し
て
銀
行
を

設
立
す

る

こ
ε
で
あ

っ
た
。

彼
等
は

一
の
國
民

銀
行

を
設
立

し
、
之
れ

に
よ
b

て
無
数

の
地

方
銀
行

を
援

助
し
、
而

し
て
懶
惰
者

の
金

を
集

め
て
、
之
を
信
用

さ
れ

る
値
あ

る
勢

働
者

に
貸
興

す

る

こ
ε
が
、
勢
働
者
階
級

の
其

の
解
放

手
段

で
あ
る

ご
主
張

し
た

。
彼

等

の
信
ず

る
庭
で
は
、
銀
行

論
.
叢

サ
ン
、
シ
モ
ン
涯
の
泄
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
十
六
巻

(第
五
號

六
五
)

七
九
七



'

論
、
叢

サ
ン
、
シ
モ
y
振
の
祉
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
三
)

第
+
六
巻

(第
五
號

杢

ハ)

七
九
入

は
決

し
て
輩
な

る
金
融
機

關

に
過
ぎ

ざ
る
も

の
で
な
く

、
實

に

一
の
政
治

的
機

關
、
否
な

宗
敏
的

機
關
…̀

さ

へ
認

め

ぢ

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。更

に
サ

ン
シ
、
モ
ソ
振

が
直
接

に
實
付
し
得

ら
れ
る
公
的

事
業

こ
し
て
勺
最
も
強

調
し
だ

の
は
、
交
通

の
獲
達

で
め

つ
π
。
殊

に
鐵
道

の
布
設
は

彼
等

の
最

も
重
要
覗

せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
.佛

國
の
政
治

家

が
街

ほ
大

に
躊
躇

し

つ
＼
或

は
恐
怖
心
を
抱

き
な
が

ら

に
、.
鐵

道
問
題

に
欄

れ

て
居
た
際

に
、

サ
ソ
、

シ

モ
ン

派

が
其

の
哲
學
的

見
地

か
ら
見

て
、
大
膳

に
鐵
道

布
設

の
必
要
を
主
張

し
た
の
は
、

一
大
卓
見

ε
も
見
倣

し
得

ら

れ
る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
人

々
は

、
實

に
鐵
道

の
獲

達

を
以

て
、
諸

国
民

を
團
結

さ
せ

る
主

要
手
段

、
世

堺
的

團
結

の
根
本

手
段

ε
考

へ
た

の
で
あ

る
。
而

し

て
佛

國

に
於
け

る
鐵

這
謹
達

の
歴
史

を
考
察

す

る
ε
、
吾
人
は

サ

ソ
、

シ
モ
γ
派

の
人

々
が
、
實

際

に
貢
隙

せ
る
威

甚

だ
人

な

る
を
認

め
ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

助

藝

」

術

論

く

/7
、

グ

ロ
ー
ブ
紙

上
に
於

て
獲
衰

さ
れ

て
居

る
サ

ソ
、

シ
モ
ン
振

の
藝
術
論

を
見

る
ε
、
藝

術
家
は
耐
會

の
頭

に
置

か
れ

て
居

る
。
併

し
藝
術
を
道
徳
及

び
宗
漱

ε
混

同
し

て
、
藝
術
家
を

価
偶

の
手
先

に
過

ぎ
な

い
も
の

、
如

く

に
見

る
謬
見

に
陥

っ
て
居

る
。
要
す

る
に

サ

ソ
、

ン
モ
ソ
振

の
藝
術

論
は

あ
ま

り

に
功

利
的

に
し

て
、
藝
術

の

自
律

性
を
認

め
な

い
の
で
あ

る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
派

の
読

に
よ

れ
ば

、
劇
場

は
講
壇

の

一
種

に
過
ぎ
な

い
。

而
し

て
其

の
揃
揮
監
督

は
、
政
府

の
手

に
よ
り

て
行
は

る

べ
き

も
の
で
あ

る
。
藝
術

は
其

の

一
切

の
形
式

に
於

て
、
国
民

の
共

同
的
大
魏
念

を
表
現

し
、
人
道

的
情
熱

を
燃

え

さ
せ
る
、

漱
育

的
性
質

を
具
有
す

る
國
民

駒
競
祭

を
作

る
可

■



き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
藝
術
は
結
局
宗
激
に
蹄
着
す

る
。
暴
れ
詩
歌
は
宗
教
の
娘
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
異
漱

パ
き
　ズ
ム

的
詩
歌
は
物
質
を
讃
美
し
た
、
暴
れ
異
漱
は
物
質
主
義
的
で
あ

っ
だ
か
ら
で
あ
る
。
文
中
世
紀
の
詩
歌
は
心
盤
を

護
美
し
た
、
是
れ
基
督
敷
は
心
霊
主
義
的
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
新
沢
紳
激
的
な
サ
ン
、

マ
モ
ソ
涯
の
詩

歌
は
、
塞
肉

の
合
致
、
心
墜
ε
物
質
ご
の
合

一
を
讃
歎
す

る
で
あ
ら
う
。

藝
術
は
政
治
の
主
要
任
務
の

一
で
め
る
。

ル
イ
、

フ
ヒ
リ
ソ
プ
の
君
主
政
治
の
如
き
、

藝
術
を
無
現
せ
る
も
の

は
、
共

の
事
に
よ
一
て
明
ら

か
に
其

の
無
力
な
る
を
謹
明
し
て
居
る
。
.併
⊥
今
日
藝
術
は
如
何
な
る
状
態
に
あ
る

か
。
藝
術
は
民
衆

か
ら
孤
立
し
、
只
懶
惰
階
級
の
娯
樂

に
過
ぎ
な

い
も
の
ε
な

っ
て
居
る
。夫
れ
よ
り
し
て
藝
術
を

特
質
附
け
る
寮
威
及
び
道
徳
性
は
、
今
日
の
藝
術
に
全
然
咲
け
て
居
る
。
今
日
の
書
家
は
緯
茜

の
技
術
が
世
紀
の

時
勢
に
從
ふ
て
攣
化
す

る
こ
ご
、
及
び
今
や
絡
薔
が
パ
ノ
ラ
マ
や
デ
ィ
オ
ラ

マ
の
與

へ
る
例
に
從
ひ
、
科
學
及
び
.

産
業
の
爲
め
に
役
立
ね
ば
な
ら
源
こ
ε
を
理
解
し
て
居
な

い
。
今
日
の
彫
刻
も
同
様
に
無
力
で
あ
る
。
叉
今
日
の

建
築
家
は
只
中
世
紀

の
建
築
術
を
復
興
す
る
こ
ご
に
の
み
力
を
注

い
で
居

る
が
、
然

る
に
既
、に
消
滅

せ
る
観
念
を

表
現
す

る
其
筈
の
建
築
物
は
、
當
然
消
滅
す

べ
き
で
あ
る
。

ル
ー
ヴ
ル
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
等
の
嘗
時
代
の
総
て
の

宮
殿
は
、
よ
ろ
し
く
破
壊

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
吾
人

が
最
早
加
持
力
激
の
僧
侶
や
領
主
を
欲
し
な

い
今
田
、

激
會
や
城
は
何
の
役
に
立

つ
か
。
其
筈
の
建
築
物
は
當
然
他
の
種
の
建
築
物
に
地
位
を
譲

る
べ
き
で
あ
る
。

今
日
の
文
藝
も
亦
造
形
藝
術
ε
同
じ
く
其

の
天
分
を
誤
解
し
て
居
る
。
歴
庄
家
は
中
世
紀
の
研
究
に
没
頭
し
、

論

叢
.

サ
ン
、
y
モ
ン
涯
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
十
六
巻

(第
五
號

六
七
)

七
九
九

,



ノ

論

叢

サ
く

シ
モ
ン
漫
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
連
帯
思
想
(三
)

第
+
六
巻

第

五
號

六
八
)

入
o
o

詩

歌
は
無
力

の
中

に
も
が

き
、
醤
時
代
を
覆

せ

る
浪
漫

主
義
は

、
政

治

に
於

け

る
自
由
主

義

ご
伺
じ
く

、
文
學

に

於

け

る
無
政
府
状

態
を
表

示

し
て
居

な
。
而

し

て
同
派

の
作
者
中

に
は

ヴ

イ

ニ
イ
の
如

く
、
明

か

に
絶
墜

に
陥

っ

て
居

る
も
の

が
あ

る
。
是

れ
彼

等
は
彼
等

の
無
力

を
強

く
感

じ

て
來

π

か
ら

で
あ

る
。

叉
多
く

の
作
者

は

バ

ル
ザ

ク
の
如

く
、
純

娯
樂

の
作

を
出
版
す

る
に
過

ぎ
な

い
ま

で
堕
落

し
て
居

る
。
併

し
吾
人

は
今
日

の
文
藝

に
就

て
、

全
然
失
望

し

て
は
な
ら

阻
。
肚

會
的
藝
術
は

始
ま
り

か
け

て
居

る
。
劇

場
は
神
秘
劇

の
時

代
の
如

く
、
再

び
信

仰

の
最
善

の
星
稜

ご
な

る
で
あ
ら

う
。
既

に
懶
惰
者

を
排

斥
す

る
劇

や
小
説
が
現
は

れ
て
、
新
ら

し
き
傾
向
を

示
し

て
居

る
。

ベ
ラ

ン
ぜ

一
は
其

の
歌

に
よ
り

て
、
時

代
の
思

潮

か
ら
躾
威

を
得

る
詩
歌

が
、

」
如

何

に
強
大

な
る
力

を

右
四す

る
か
を
謹
明
し

た
。

ヴ

イ
ク
ト
ル
、

ユ
ー
ゴ
ー
の
作

に
於

て
も
、
今
や

重
大
な

る
攣
動

が
認

め
ら

れ

る
。

サ

ン
シ
モ
ン
振

は
総

て
其
筈

の
新

傾
向
を
大

に
奨
謝

し

、
而

し
て

一
切

の
藝
術
を

し
て
、
道
徳
的
及

び
肚
會

的
性
質

を
具

へ
し

め
る
矯

め

に
、
專
ら
努

力

せ
ね
ば

な
ら

鳳
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
涙

の
活
動

が
最

高
頂

に
達

せ

る
時
代

に
於

て
、其

の
機

關
紙

ル
、
グ

ロ
ー
ブ
紙
上
、
同
派

の
人

々
.

が
世
人

一
般

に
謝

し
て
唱

道
せ
る
思

想

の
大
要
は

、
以

上
述

べ
蘇
り

し
が
如

き
も

の
で
あ

る
が
、
然

る
に
闘

も

な

く
同
派

の
内

部

に
於

て

「
大

分
裂
が
生
じ

で
來

た
。
而

し
て
太

れ
は

婦
人

問
題
、
殊

に
性

道
徳

問
題

に
關

し
て

～
あ

っ
た
。
そ
れ
で
余
は
次

に
此

等
の
問

題

に
関
し

て
、
同

派
内

し
起
れ

る
分
裂

の
状
態

の

一
般

を
述

べ
る
事

ε
す

る
。

「

■


